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【第２編】 調布市人口ビジョン 
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Ⅰ 調布市人口ビジョンの位置付け 

 

1. 調布市人口ビジョンの位置付け 

日本の総人口は，2008（平成 20）年の約 1億 2,800 万人をピークに減少に転じています。国立社会

保障・人口問題研究所の推計によると，今後も減少が続き，2060（平成 72）年の総人口は，8,674 万

人にまで減少することが見込まれています。特に，生産年齢人口の減少による地域経済の縮小や，老

年人口の増加による社会保障関係経費の増加など，人口減少は様々な面で影響を及ぼすことが懸念さ

れます。 

こうした中，国は人口減少と地域経済縮小の克服に向け，人口の現状と今後の目指すべき将来の方

向を示す「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」と，今後５か年の目標や施策の基本的方向や具体

的な施策を示す「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を閣議決定しました。 

調布市においても，国の長期ビジョンが示す諸課題を踏まえ，中長期的な視点から人口ビジョンを

策定します。第２編の「調布市人口ビジョン」は，地方創生に向けた今後のまちづくりの方向を示す

うえで，基本的な前提条件の一つとして，平成 26 年 3 月に推計した調布市将来人口推計を基本に，

調布市の人口の現状，動向分析とともに，2060（平成 72）年までの今後の見通しを示します。また，

人口の現状，動向分析で整理した課題を踏まえつつ，市民の結婚・出産・子育てに関する意識・希望

などを把握し，出生率や自然増減（出生や死亡），社会移動（転入や転出，移動率など）などに関する

仮定値により，将来人口のシミュレーションを行い，その結果を将来展望として示します。 

なお，人口ビジョンの策定に当たっては，内閣官房（まち・ひと・しごと創生本部事務局）と経済

産業省が提供する「地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ（リーサス※））」を用いて分析を行っていま

す。 

※ＲＥＳＡＳ（リーサス）：地方自治体が地方版総合戦略を策定する際に参照できる,地域の産業,人口,観光等のデータを可視化す

る形で整備した情報提供システム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方人口ビジョンの策定イメージ 

1. 人口の現状分析 

ア 人口動向分析 
（総人口や年齢３区分別人口、出生数、死亡
数、転入数、転出数等の時系列の状況を分析） 

イ 将来人口の推計と 

分析 
（出生数や稼働率などについ仮定値を変え
た総人口水系の比較や将来人口に及ぼす自
然増減・社会増減の影響度の分析） 

ウ 人口の変化が地域の 
将来に与える影響の 
分析・考察 

 

2. 人口の将来展望 

ウ 人口の将来展望 
 
 

総人口や年齢３区分別人口等の将来を展望 

 自然増減 
希望出生率などに基 
づく出生率等 

社会増減 
移住希望などに基づく 
移動率等 

ア 将来展望に必要な調査・分析 
（住民の結婚・出産・子育てや移住に関する意識・希望等） 

 

イ 目指すべき将来の方向 
（目指すべき将来の方向性や住民の希望を実現するための 
基本的な施策の方向性） 

 

地方人口ビジョン策定イメージ（出典：内閣府資料） 
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Ⅱ 調布市将来人口推計（平成 26年 3月）を踏まえた調布市の人口動向分析 

1. 総人口と年齢階級別人口割合 

(1) 総人口  

調布市の総人口は，1955（昭和 30）年の市制施行以降，増加傾向にあり，2000（平成 12）年には

総人口 20万人を上回っています。また，1960（昭和 35）年から 1970（昭和 45）年にかけての増加

が顕著になっています。 

平成 26 年 3 月の「調布市将来人口推計」によると，調布市の将来人口は今後もゆるやかに増加 

を続けることが予想されますが，徐々に増加幅は縮小し，2024（平成 36）年に，基準年である 2013

（平成 25）年より約 6,000 人多い 230,185 人をピークに減少に転じます。 

 (2) 年齢階級別人口割合 

年少人口（0～14 歳）は，微増傾向で推移し，2021（平成 33）年の 28,867 人をピークに減少に転

じます。総人口に占める年少人口の割合（基準年 12.6％）は，2022（平成 34）年には 12.5％と横

ばいで推移します。  

生産年齢人口（15～64 歳）は，減少傾向にありますが，徐々に減少幅は縮小します。生産年齢人

口比率（基準年 67.2％）は，2023（平成 35）年までは，ほぼ横ばいで推移し，65％前後となります。  

老年人口（65 歳以上）は，今後も上昇傾向が続きます。高齢化率（総人口に占める 65 歳以上人

口の割合。基準年 20.2％。）は，2022（平成 34）年で 22.3％，2025（平成 37）年で 22.8％となり

ます。 

また，この将来人口推計の考え方に基づいて，2060（平成 72）年まで推計を延長すると，少子高

齢化の影響とあいまって，さらに総人口は減少し，75 歳以上の高齢者は全体の 23.8％に達します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜総人口の推移＞ 

（出典）実績値：総務省「国勢調査」（地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）） 推計値：調布市将来人口推計（平成 26 年 3月） 

1980
(S55)

1985
(S60)

1990
(H2)

1995
(H7)

2000
(H12)

2005
(H17)

2010
(H22)

2015
(H27)

2020
(H32)

2025
(H37)

2030
(H42)

2035
(H47)

2040
(H52)

2045
(H57)

2050
(H62)

2055
(H67)

2060
(H72)

総人口 179,834 191,034 195,544 198,532 204,752 213,133 221,058 225,985 229,388 230,179 229,403 227,685 225,261 222,271 218,573 213,852 206,501

年少人口(0～14歳) 38,821 35,083 28,893 24,773 24,301 25,491 26,805 28,507 28,825 28,119 26,830 25,600 24,813 24,437 24,134 23,571 18,790

生産年齢人口(15～64歳) 130,456 142,649 149,631 151,074 151,114 151,862 152,257 149,557 149,818 149,493 145,396 138,522 129,670 122,818 117,709 114,689 115,407

老年人口(65歳以上) 10,557 13,302 17,020 22,685 29,337 35,780 41,996 47,921 50,745 52,567 57,177 63,563 70,778 75,016 76,730 75,592 72,304

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000（人）

人口20万人突破

人口のピーク
230,185人

2024(H36)年

実績値 推計値

老年人口が年少
人口を上回る
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高齢者の割合は増加を続け，2030（平成 42）年には４人に１人が高齢者となり，2060（平成 72）年に

は高齢者１人を生産年齢人口 1.6 人で支えることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 人口ピラミッド 

人口ピラミッドにより，年齢構成をみると，1980（昭和 55）年には「つりがね型」であった人口

構成は，2010（平成 22）年には「つぼ型」に推移し，2050（平成 52）年には，さらに少子高齢化が

進んだ形への移行が予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢階級別人口の推移＞ 

＜人口ピラミッドの推移＞ 

（出典）実績値：総務省「国勢調査」（地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）） 推計値：調布市将来人口推計（平成 26 年 3月） 

男性 

男性 
男性 女性 

女性 

女性 

（出典）実績値：総務省「国勢調査」（地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）） 推計値：調布市将来人口推計（平成 26 年 3月） 
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２. 調布市将来人口推計（平成 26 年３月）の分析 

 (1) 調布市将来人口推計（平成 26 年３月）の考え方 

調布市将来人口推計（平成 26年３月）は，調布市の将来の人口規模，年齢構成等の人口構造の推

移を推計し，調布市基本計画（平成 25（2013）年度～平成 30（2018）年度）の時点修正及び市政経

営の基礎資料とすることを目的として，2013（平成 25）年 10 月１日現在を基準年とし，2030（平

成 42）年まで１年毎に推計したものです。 

人口増減の要因には主に死亡，出生，転入，転出があり，それぞれ地域の特性や社会経済環境な

どによって変化します。将来の人口を推計するに当たっては，これらの要因を分けて整理分析する

ことが重要です。この推計は，人口を男女別・年齢別に区分し，別途設定された男女別・年齢別の

仮定値（生残率・純移動率）によって，翌年の１歳年長の人口を求め，同じ操作を繰り返すことに

より，将来人口を推計するコーホート要因法にて推計をしています。 

また，住民登録が行政サービスを受ける基本的な条件であることから，基準となる人口には住民

基本台帳人口（男女１歳階級別，外国人を含む）を用いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーホート要因法による人口推計の流れ 

 

人口 

基準人口：住民基本台帳 

（2013（平成 25）年 10月１日現在） 

生残数（封鎖人口） 

１年後の推計人口（１歳以上） 

出生数 

１年後の推計人口（１年後） 

生残率 

純移動率 

出生率 

出生性比 

仮定値の設定 

 

15～49 歳女性人口 

男女別０歳人口 
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(2) 自然増減（出生及び死亡）と社会増減（転入及び転出）が調布市の将来人口推計に及ぼしている

影響 

将来人口推計における人口増減の主な要因である出生及び死亡（自然増減），転入及び転出（社会

増減）について分析をすると，次のとおりとなります。 

 

ア 自然増減 

自然増減では，2019（平成 31）年に死亡数が出生数を上回り，この年を境に，自然減となるこ

とが見込まれています。 

 

 

 

 

  イ 社会増減 

    社会増減（転入―転出）では，推計開始から一貫して減少をしていることから，人口増要因の

影響が徐々に縮小しているといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

   

ウ 自然増減と社会増減が調布市の将来人口推計に及ぼしている影響 

    調布市の将来人口は，自然減による人口減の影響が，社会増減による人口増の影響を上回るこ

とにより，将来に向かって人口減がもたらされていると言えます。 

 

 

 

 

 

 

（出典）調布市将来人口推計（平成 26 年３月） 

（出典）調布市将来人口推計 

（平成 26 年３月） 

2019（平成 31）年に出生数と 

死亡数が逆転する（自然減） 
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 (3) 人口の変化が地域の将来に与える影響 

調布市将来人口推計（平成 26年 3月）の年齢４区分別推計をみると，調布市の総人口は，2024

（平成 36）年の 230,185 人をピークに減少に転じます。年少人口は，2021（平成 33）年の 28,867 

人をピークに減少に転じる見通しとなっている一方，高齢化率は，2022（平成 34）年には，22.3％ 

となる見通しとなっています。団塊の世代が後期高齢者となる，いわゆる 2025 年問題と呼ばれる

平成 37 年には，高齢化率は，22.8％となることが見込まれ，一層の少子高齢化が進行していきま

す。また，老年人口のうち 75 歳以上の人口が，2016（平成 28）年には 65～74 歳人口を上回るこ

とが予測されています。 

本章の冒頭で述べたとおり，この将来人口推計の考え方に基づいて，2060（平成 72）年まで推

計を延長すると，少子高齢化の影響とあいまって，さらに総人口は減少し，75 歳以上の高齢者は

全体の 24.4％に達します。 

調布市においても，今後予想される人口減少・超高齢社会の到来は，医療・福祉などの社会保障

関係経費の増大や，生産年齢人口の減少による地域の活力の低下など，多方面にわたり大きな影

響を及ぼすことが懸念されます。 

将来にわたり活力ある都市であり続けるためには，財源・人材・施設など限りある経営資源を従

来にも増して計画的かつ効果的・効率的に活用した市政経営を進めるとともに，だれもがより安

心して快適に暮らせるユニバーサルデザインにより，人口構造の変化に対応するまちづくりを総

合的に推進していく必要があります。 

国の長期ビジョンでは，若い世代の結婚や子育ての希望が実現すると，合計特殊出生率が 2030

（平成 42）年に 1.8 程度，2040（平成 52）年に 2.07 程度まで上昇すると仮定しています。この出

生率の向上が総人口 1 億人確保につながり，それによって人口構造が安定化し，経済構造も安定

し，将来にわたって活力ある社会が維持されるとされています。 

 

 

 

 

200,000

210,000

220,000

230,000

240,000

250,000

260,000

H22

(2010)

H27

(2015)

H32

(2020)

H37

(2025)

H42

(2030)

H47

(2035)

H52

(2040)

H57

(2045)

H62

(2050)

H67

(2055)

H72

(2060)

調布市将来人口推計(H26.3)（●で表記）

【出生率1.32】H36(2024) 230,185人

国の長期ビジョンに示されている合計特殊出生率の

人口置換水準（2.07）を，国と調布市の出生率の比

率（0.83）で補正したもの（▲で表記）

【出生率1.72】H40(2028) 230,248人

国の長期ビジョンに示されている合計特殊

出生率の人口置換水準(2.07)に準拠（■で表記）

【出生率2.07】H72(2060) 251,852人
（人）

＜国が人口ビジョンで示した人口ビジョン（2040 年までに人口置換水準（2.07）を達成した場合）における調布市人口のシ

ミュレーションと，調布市将来人口推計（平成 26 年３月）によるシミュレーションの比較＞ 

＜調布市将来人口推計（H26.3）と国の長期ビジョンの人口のシミュレーションの比較＞ 
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３. 人口動態の現状と合計特殊出生率※ 

 (1) 人口動態と合計特殊出生率 

調布市の出生数，死亡数はほぼ横ばいで推移していますが，2003（平成 15）年に転入者数，転出

者数ともに大幅に減少しています。 

転入者数，転出者数はともに減少傾向にありますが，どの年も転入超過となっています。 

調布市の合計特殊出生率は，東京都平均及び東京 23 区平均より上回っていますが，全国平均及 

び多摩 26市平均より下回っています。また，2006（平成 18）年以降は上昇傾向にあります。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,853 1,815 1,868 1,918 1,867 1,835 2,006 2,016 2,066 2,045 1,957 2,018 

1,159 1,165 1,253 1,265 1,353 1,301 1,393 1,355 1,388 1,560 1,572 1,673 

16,731 

13,036 

17,377 17,066 

15,382 15,504 15,740 16,000 
15,047 

14,473 14,755 14,552 

15,937 

11,162 

15,438 
14,711 14,825 14,810 

14,041 14,185 14,417 14,173 14,302 13,880 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

H14
(2002)

H15
(2003)

H16
(2004)

H17
(2005)

H18
(2006)

H19
(2007)

H20
(2008)

H21
(2009)

H22
(2010)

H23
(2011)

H24
(2012)

H25
(2013)

（人） 出生 死亡 転入 転出

※平成24（2012）年以前は日本人のみ，平成25（2013）年は外国人を含む

＜合計特殊出生率の推移＞ 

＜出生・死亡・転入・転出の状況＞ 

（出典）全国の数値：厚生労働省「人口動態調査」，東京都の数値：東京都「人口動態統計」 

（出典）総務省「住民基本台帳に基づく人口，人口動態及び世帯数に関する調査」 

※合計特殊出生率…15 歳～49 歳の女性の各年齢ごとの出生率を足し合わせ，一人の女性が生涯，何人の子どもを産むのか推計したもの 

2002
(H14)

2003
(H15)

2004
(H16)

2005
(H17)

2006
(H18)

2007
(H19)

2008
(H20)

2009
(H21)

2010
(H22)

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

調布市 1.03 1.04 1.05 1.04 1.03 1.11 1.14 1.15 1.20 1.17 1.22 1.27

多摩26市 1.15 1.12 1.13 1.09 1.15 1.18 1.20 1.20 1.24 1.22 1.24 1.27

東京23区 0.98 0.96 0.96 0.95 0.98 1.01 1.04 1.06 1.08 1.08 1.12 1.16

東京都 1.02 1.00 1.01 1.00 1.02 1.05 1.09 1.12 1.12 1.06 1.09 1.13

全国 1.32 1.29 1.29 1.26 1.32 1.34 1.37 1.37 1.39 1.39 1.41 1.43

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

※2012年以前は日本人のみ，2013年は外国人を含む
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(2) 女性人口（15歳～49 歳）の近年の推移 

15～49 歳の女性の各年齢ごとの出生率を足し合わせ，一人の女性が生涯，何人の子どもを産むの

かを推計したものを合計特殊出生率といいます。 

この考え方に基づき，子どもの出生に深くかかわる女性人口（15歳～49 歳）の調布市における推

移をみると，調布市の 15～49 歳の 5 歳階級別女性人口は，20～39 歳の女性人口は減少傾向にあり

ますが，40～49 歳の女性人口は増加傾向にあります。一方，15～19 歳の女性人口はほぼ横ばいで推

移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢 5歳階級別女性人口の推移（15～49 歳）＞ 

（出典）調布市「住民基本台帳」 

H14
(2002)

H15
(2003)

H16
(2004)

H17
(2005)

H18
(2006)

H19
(2007)

H20
(2008)

H21
(2009)

H22
(2010)

H23
(2011)

H24
(2012)

H25
(2013)

15～19歳 4,581 4,481 4,408 4,229 4,239 4,156 4,140 4,184 4,278 4,348 4,418 4,516

20～24歳 7,682 7,515 7,426 7,326 7,192 6,977 6,984 6,901 6,548 6,344 6,135 5,969

25～29歳 9,503 9,439 9,170 9,193 9,077 8,790 8,670 8,641 8,591 8,310 7,888 7,734

30～34歳 9,694 9,740 10,031 10,352 10,088 9,902 9,617 9,422 9,278 9,001 8,728 8,601

35～39歳 7,522 8,178 8,574 8,952 9,171 9,801 9,884 10,166 10,264 10,116 9,924 9,655

40～44歳 5,947 6,185 6,599 7,136 7,628 7,591 8,287 8,696 8,940 9,138 9,836 9,875

45～49歳 5,717 5,598 5,582 5,674 5,812 6,055 6,352 6,860 7,348 7,841 7,779 8,399

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000（人） 40～44 歳 

35～39 歳 

30～34 歳 

45～49 歳 

25～29 歳 

20～24 歳 

15～19 歳 
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４. 人口移動 

(1) 年齢階級別純移動数 

調布市の年齢別純移動数の推移では，どの年代も 10 代後半～20代前半の転入超過と，20代前 

半～後半の転出超過が目立ちます。 

1980（昭和 55）年から 1985（昭和 60）年にかけての純移動数と 2005（平成 17）年から 2010

（平成 22）年にかけての純移動数を比べると，後者は前者よりも転入超過及び転出超過の傾向が  

弱まっています。 

 

  

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

（人） S55→S60 S60→H2 H2→H7 H7→H12 H12→H17 H17→H22

＜年齢階級別純移動数の推移（総数）＞ 

（出典）総務省「住民基本台帳移動報告」（地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）） 
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(2) 転入・転出の状況 

調布市の 2013（平成 25）年の転入・転出の中心は，東京都内の市区町村及び首都圏外の市町村で

あり，都内の市区町村に対しては転出超過，首都圏外の市区町村に対しては転入超過となっていま

す。 

調布市の 2013（平成 25）年の性別年齢別純移動数では，男女ともに 10 代後半～20 代前半の転 

入超過，特に首都圏外からの転入が際立って目立ちます。一方で，それ以外の年代の多くが転出超過

となっており，その転出先の多くは東京 23区となっています。 

 

 

 

 

 

転入数・転出数とも最も多い自治体は世田谷区となっています。 

調布市に対する転入超過が最も大きい周辺自治体は世田谷区で，その数は 205 人となっていま

す。 

調布市に対する転出超過が最も大きい周辺自治体は府中市で，その数は 442 人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入数（人） 転出数（人） 純移動数（人）

東京23区 3,955 4,058 -103

東京23区外 3,380 4,075 -695
都を除く首都圏 2,245 2,436 -191

　(埼玉県) 538 634 -96

　(千葉県) 549 526 23

　(神奈川県) 1158 1276 -118

首都圏外 4,201 3,094 1,107

全国 13,781 13,663 118 　（出典）総務省「住民基本台帳人口移動報告」

＜転入・転出の状況‐2013（平成 25）年-＞ 

調布市人口 

（平成 25年 1月 1日現在，住民基本台帳人口） 

＜人口移動の状況（2013 年）＞ 

＞ 

（出典）総務省「住民基本台帳移動報告」（地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）） 
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(3) 流入（市内からの通勤通学者）・流出（市外への通勤通学者）人口の状況 

15 歳以上の調布市への流入は，就業者・通学者ともに東京都内の他市区町村が中心となっており，

流入元の 1位は府中市，流出先の 1位は新宿区となっています。 

流入元の市区町村を見ると，府中市，八王子市，多摩市，稲城市，日野市，世田谷区といった京王

線沿線の市区町村が多く，それ以外も全て近隣市区町村となっています。一方，流出先の市区町村を

見ると，上位 10 団体中 7団体が特別区で，その大半が就業者となっています。 

流入元のうち，最も就業者が多いのは府中市，最も通学者が多いのは世田谷区となっています。一 

方，流出先のうち最も就業者が多いのは新宿区，最も通学者が多いのは世田谷区となっています。 
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＜年齢 5歳階級別純移動数の状況‐2013（平成 25）年-＞ 
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（出典）総務省「住民基本台帳人口移動報告」東京都「人口動態統計」 

＜流入・流出人口（15歳以上）の状況‐平成 25（2013）年-＞ 

（出典）総務省国勢調査 
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(4) 昼夜間人口※の状況 

1990（平成 2）年から 2010（平成 22）年までの 20年間で，昼間人口は約 33,000 人，夜間人口 

は 28,000 人の増加となり，昼夜間人口比率は上昇傾向です。調布市は，夜間人口は近隣９自治体中

２番目に多く，昼間人口は府中市，立川市に次いで３番目の多さです。昼夜間人口比率は，近隣自

治体中３番目に低くなっています。 
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223,593 179,668 
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（人）

昼間人口 夜間人口 昼夜間人口比率

＜昼夜間人口の他市比較‐2010（平成 22）年-＞ 

 

＜昼夜間人口の推移＞ 

※昼夜間人口…夜間人口 100 人当たりの昼間人口の割合を示したもので，100 を超えると，通勤・通学人口の流入超過， 

100 を下回っているときは流出超過を示します。 

（出典）総務省「国勢調査」，「まちづくりデータブック 2013」 
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Ⅲ 人口の将来展望（将来人口シミュレーション） 

1. 市民の結婚・出産・子育てに関する意識や希望について 

調布市は，人口ビジョンとまち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に当たり，満 16 歳～49歳の調

布市にお住まいの方を対象に，結婚・出産・子育てに関しての意向を調査※しました。調査は以下 3

つの手法で行い，有効回答総数は 1,363 件得られました。 

●郵送調査（調布市民意識調査） 

対象 実施期間 実施方法 有効回答数 

満 16 歳～49 歳の調布市に

お住まいの方 

平成 27 年 8月 5日 

～8月 25 日 郵送調査（3,000 通配布） 611 件 

●インターネット調査（オープン調査） 

対象 実施期間 実施方法 有効回答数 

満 16 歳～49 歳の調布市に

お住まいの方 

平成 27 年 8月 5日 

～8月 31 日 

インターネットアンケート調査 

（オープン調査） 476 件 

●インターネット調査（モニター調査） 

対象 実施期間 実施方法 有効回答数 

満 16 歳～49 歳の調布市に

お住まいの方 

平成 27 年 8月 7日 

～8月 8日 

インターネットアンケート調査 

（モニター調査） 276 件 

※「調布市結婚・出産・子育てに関する市民以降調査」。調査結果の詳細は，118 ページに掲載 

＜調査結果＞ 

３つの調査結果を合計し，希望または予定している子どもの数について以下のような結果が得ら

れました。（無効回答は母数から除く） 

(1) 16～49 歳の調布市民が希望する子どもの数※（人）【独身者・既婚者共に質問】 

選択肢 独身者 既婚者 合計 

子どもは希望していない 103 37 140  

1 人 63 67 130  

2 人 191 396 587  

3 人 48 360 408  

4 人 3 28 31  

5 人 0 21 21  

6 人 1 0 1  

7 人 0 0 0  

8 人 0 0 0  

9 人 0 0 0  

10 人 1 0 1  

母数 410 909 1,319  

(2) 16～49 歳の調布市民が予定している子どもの数※（人）【既婚者限定質問】 

選択肢 回答数 

子どもは予定していない 62 

1 人 194 

2 人 512 

3 人 133 
4 人 5 
5 人 5 

母数 911 

(3) 16～49 歳の調布市民が希望する子どもの数の合計（人） 

 希望する子どもの数 予定している 

 独身者 既婚者 合計 子どもの数（既婚者） 

合計 617 2,156 2,773 1,662 
1 人当たり 1.50 2.37 2.10 1.82 

この結果から，16～49 歳の調布市の市民が希望する子どもの数は，独身者 1 人当たりが 1.50

人，既婚者 1人あたりが 2.37 人であることがわかりました。また，既婚の市民が現在予定してい

る子どもの数は，1人当たり 1.82 人であることがわかりました。 

※ 希望する子どもの数…経済面や生活面など

での問題を考慮に入れなかった場合に希望

する子ども数 

※ 予定している子どもの数…経済面や生活面

などでの問題を考慮に入れた場合に予定す

る子ども数 
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２. 市民の定住意向について 

平成 27 年度調布市民意識調査によると，「あなたは，今後も調布市に住み続けたいと思いますか。」

との問いに対し，全年代で「住み続けるつもりでいる」と「事情が許せば住み続けたい」の合計がお

おむね 8 割を超え，特に 70 歳以上では， 9 割以上を占めています。 

一方，20～40 代の世代では，「転出するつもりでいる」と「事情が許せば転出したい」の合計が他

世代よりも比較的高くなっています。 

  

  

 

 

 

 

調布市は近隣各市と比較し，「住みやすさ」89.8％，「定住志向」85.8％と共に，高水準であるといえ

ます。 
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調布市 世田谷区 三鷹市 武蔵野市 府中市 多摩市 稲城市

89.8% 85.0% 95.7% 91.2% 90.5%

住みよい35.9％

どちらかといえば住みよい
53.9%

非常に住みやすい38.1%
やや住みやすい46.9%

住みよい56.1%
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39.6%
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85.8% 80.9% 91.1% 81.3% 95.3% 82.5% 80.2%

住み続けるつもりでいる
57.3%

事情が許せば住み続けたい
28.5%

住みたいと思う80.9%
これからも住み続けたい
66.6%
当分住み続けたい24.5%

住み続けたい81.3%
ずっと住むつもり51.2%

当分は住むつもり44.1%

ずっと住み続けたい41.9%

当分は住み続けたい40.6%

ずっと住み続けたい45.0%

当分は住み続けたい35.2%

調査名 調布市民意識調査
世田谷区民意識調査
2015

第四次三鷹市基本計画第
１次改定等に向けた市民
満足度・意向調査

武蔵野市民意識調査 府中市市政世論調査 多摩市政世論調査 市民意識調査

調査時期 平成27年 平成27年 平成27年 平成26年 平成27年 平成25年 平成26年

住みやすさ （設問なし） （設問なし）

定住志向

＜調布市と近隣各市の「住みやすさ」「定住志向」の比較＞ 

転出の意向が 

比較的高い世代 

（出典）平成 27 年度調布市民意識調査結果 
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３. 人口の将来展望（将来人口シミュレーション） 

(1) 調布市将来人口推計に関する分析 

平成 26 年３月の「調布市将来人口推計」では，調布市の将来人口が今後も緩やかに増加するこ

とが予想されていますが，2024（平成 36）年の 230,185 人をピークに減少に転じ，老年人口（65

歳以上人口）が増加していく一方で，年少人口（15 歳未満人口）と生産年齢人口（15～64 歳人口）

が減少し，少子高齢化が進んでいく見通しとなっています。 

一方，平成 27年８月の「調布市結婚・出産・子育てに関する市民意向調査」及び「平成 27年度

調布市民意識調査」の調査結果によると，現在の合計特殊出生率と希望出生数との差があること

や 20代から 40代の市内在住者の転出意向が比較的高いことがわかりました。 

 (2) 目指すべき将来の方向 

少子高齢化の進行と総人口の減少は，まちの活力の低下につながり，特に，生産年齢人口の減少

による地域経済の縮小や，老年人口の増加による社会保障関係経費の増加などが懸念されます。調

布市は，このような人口動向を踏まえ，次の視点から人口ビジョンを示します。 

ア 総人口を維持しつつ，安定した人口構成により，市民がいきいきと働き，若い世代が安心して結

婚・出産・子育てができる地域を実現すること。 

イ 調布のまちの魅力を高め，その魅力を市内外に積極的に発信することにより，交流人口の増加を

図るとともに，定住化を促進し，まちの発展につなげること。 

(3) 将来人口シミュレーションの設定 

調布市では，現在の将来人口推計（平成 26 年３月の「調布市将来人口推計」に基づく）のほか，

「調布市結婚・出産・子育てに関する市民意向調査」及び「平成 27年度調布市民意識調査」の調査

結果に基づく希望出生数をもとに，国民希望出生率※の算出方法を踏まえ，出生率仮定値を設定し，

シミュレーションを行います。 

なお，社会移動に関しては，20 代から 40 代の市内在住者の定住化が図られることを前提とした

仮定値を設定します。 

 

 ※国民希望出生率…結婚・出産が実現した場合に想定される出生率 

国民希望出生率＝（有配偶者割合（既婚者）×夫婦の予定出生数＋独身者割合×独身者のうち結

婚を希望する者の割合×独身者の希望出生数）× 離死別等の影響 
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４. シミュレーション結果 

(1) シミュレーション結果 

調布市の将来人口推計（平成 26 年 3 月推計）を延伸した場合のシミュレーション（パターン①）

では，総人口は，2024（平成 36）年の 230,185 人をピークに人口は減少していきます。 

 調布市が，今後，総合戦略を展開し，「結婚・出産・子育てに関する市民意向調査」の結果である 

希望出生数を国民希望出生率の算出方法を踏まえた場合のシミュレーション（パターン②，パター

ン③）では，概ね 2027（平成 39）年～2030（平成 42）年の約 230,000 人をピークに減少に転じま

す。 

 (2) シミュレーションパターンの概要 

シミュレーションパターン 
仮定値 

出生率 移動率 

【パターン①】調布市将来人口推計

（H26.3）を延伸したシミュレーション 
１．３２ 

過去５年間の調布市の転出入の現状

を踏まえ設定 

【パターン②】「結婚・出産・子育てに関

する市民意向調査」の結果を踏まえ，

国民希望出生率の算出方法を踏まえ

たシミュレーション 

（有配偶者割合（既婚者）は，平成 22

年国勢調査結果を採用） 

2030（H42）年時点 

１．４１ 

過去５年間の調布市の転出入の現状

を踏まえ，徐々に人口移動が少なくな

るよう設定（ただし，総合戦略の推進に

より 20 歳代から 40 歳代の定住化が

より促進されるよう補正） 

【パターン③】「結婚・出産・子育てに関

する市民意向調査」の結果を踏まえ，

国民希望出生率の算出方法を踏まえ

たシミュレーション 

（有配偶者割合（既婚者）は，平成 27

年度結婚・出産・子育てに関する市民

意向調査結果を採用） 

2030(H42）年時点 

１．４９ 

過去５年間の調布市の転出入の現状

を踏まえ，徐々に人口移動が少なくな

るよう設定（ただし，総合戦略の推進に

より 20 歳代から 40 歳代の定住化が

より促進されるよう補正） 

＜推計値＞ 
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パターン①【出生率1.32】

パターン②【出生率1.41】

パターン③【出生率1.49】

パターン①（●で表記）

H36(2024) 230,185人

パターン②（▲で表記）

H39(2027) 230,482人

パターン③（■で表記）

H42(2030) 231,443人

（人）
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＜各人口シミュレーションの年齢４区分別人口の推移＞ 

パターン① 【出生率 1.32】 調布市将来人口推計（平成 26 年３月）  

 

 

 

パターン② 【出生率 1.41】 国民希望出生率を踏まえたシミュレーション 

（有配偶者率は平成 22年国勢調査実績値を反映） 
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パターン③ 【出生率 1.49】 国民希望出生率を踏まえたシミュレーション 

（有配偶者率は「調布市結婚・出産・子育て市民意向調査」結果を反映） 
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合計特殊出生率が

上昇し，かつ，高齢

化率の対象年齢を

「70歳以上」と仮定

した場合

パターン③【出生率1.49】

（70歳以上人口比率）

パターン②【出生率1.41】

（70歳以上人口比率）

パターン①【出生率1.32】

65歳以上人口比率

（高齢化率）

《参考》人口シミュレーションにおける高齢化率の推移と長期的な見通し 

調布市将来人口推計（平成 26 年３月）では，高齢化率（65 歳以上人口比率）は，2060（平成 72）年までに 35％程

度まで上昇すると見通されていますが，仮に，出生率が上昇し，かつ，健康寿命の延伸等に伴って高齢化率の対象

年齢が「70 歳以上」に引き上がった場合，高齢化率（70 歳以上人口比率）は，28％程度（2035（平成 47）年と同程

度）まで低下するものと考えられます。 


